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家庭教育ってどんなこと?

第６３号

男　性　　　８７１人（-１）

女　性　　　８６３人（－２）

世帯数　　８０６世帯（+１）

　　飯田地区まちづくり協議会
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　　皆さん一度は家庭教育について悩んだことがありませんか?家庭教育とはどのようなことを言う
のか、どういった取り組みをすればいいのかといった悩みや、自分の伝え方が悪いのではないか等
の自分を責めてしまう悩みも多々あります。今回はそのような家庭教育について触れていきたいと
思います。
　そもそも家庭教育ってなんだろう?と思われる方も多いのではないでしょうか。インターネットで調
べてみると文部科学省のサイトにこのような言葉が書かれています。

「家庭教育は、すべての教育の出発点。家族のふれ合いを通して、子どもが、基本
的な生活習慣や生活能力、人に対する信頼感、豊かな情操、他人に対する思いや
り、基本的倫理観、自尊心や自立心、社会的なマナーなどを身に着けていく上で重
要な役割を果たしています。」

　これだけ聞くと、また難しい言い方をしていて分かりづらいですが、要は「家族のふれ合う時間を
増やして日常生活の中で教えていきましょう」ということであり難しく考える必要はありません。
　例えば一番簡単に取り組めることとして、家族で「おはよう」「ただいま」「おやすみ」等の当たり前
の挨拶を習慣にしたり、ごはんを家族一緒に食べるなど、一緒に過ごす時間を少しずつでも増やし
ていくと会話をするチャンスが必ず増えます。その時に学校での出来事など子どもが話しやすい内
容の会話をするだけで子ども達には心のゆとりができてきます。
　家庭は、こども達が最も身近に接する社会であり、常にこどもの心のよりどころとなるものです。少
し立ち止まって、日常の家庭での生活を振り返ってみましょう。
　飯田公民館では、子育て世帯を対象とした家庭教育講座を開設しようと考えています。
内容としては、あまり堅苦しくはせず保護者の皆さんの興味を引けるような内容
にしたいと思っています。開講したらまたお知らせしますので、皆さんの積極的
な参加をお待ちしています。

飯田地区まちづくり協議会 ・ 飯田公民館だより 

皆さん新型コロナに気を付けて！！ 
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こんにちは 飯田まち協 

 

 です 
 

８月は「差別をなくす運動月間」です 
 
 大分県では、国の同和対策審議会答申が出さ

れた８月を「差別をなくす運動月間」と定め、

部落差別をはじめとする様々な差別解消に向け

た取り組みを集中的に実施しています。 

 また、様々な人権問題に関する相談を随時受

け付けています。お気軽にご相談ください。 

◆人権相談窓口〔大分県〕 

  大分県生活環境部 人権・同和対策課 

  ☏.０９７‐５０６‐３１７１・３１７２ 

◆人権相談ダイヤル〔法務局〕 

  みんなの人権１１０番   0570-003-110 

    子どもの人権１１０番   0120-007-110 

    女性の人権ホットライン 0570-070-810 

    外国語人権相談ダイヤル 0570-090-911 
 

 部落差別の解消の推進に関する法律（略称：

部落差別解消推進法）は、2016 年 12 月 9 日に

成立し、同月 16 日に公布・施行されました。 

 全 6 条からなる法律で「部落差別」の名称を

冠した初めての法律です。 

 第 1 条で■現在もなお部落差別が存在すると

の認識が法律で新たに示され、部落差別は日本

憲法に照らして「許されないもの」「解消すべ

き重要な課題である」と明記されました。また、

第 5 条では■部落差別の解消に関する教育及び

啓発の必要性が明記されました。 

この法律の施行に伴い、町や地区の「人権・

同和問題啓発推進協議会」は「人権・部落差別

解消啓発推進協議会」と名称を変更しました。 
 

特定外来生物「オオハンゴンソウ」を駆除しました（環境部会） 
 
 ７月１８日（土）午前９時から、環境部会を

中心にオオハンゴンソウの駆除活動を行いまし

た。場所は、平成２９年度から取り組んでいる

「笹ヶ台別荘入口手前」の群生地です。 

 今年は夏の暑い時期に「花芽（蕾）摘み」を

実施し、秋の涼しくなってから「抜根」をする

ことにしました。三密にならないように。 

 花芽摘みは、種子が落ちて埋土種子を作らな

いようにする大切な作業です。この作業と根を

抜く作業を合わせて実施することにより駆除の

効果が高くなります。 

なお、埋土種子は 5～7 年程生きていると言わ

れています。息の長い取り組みが必要です。 

コロナ禍の中、また７月豪雨で大きな被害が 
 

出たこともあり、少人数で作業を行いました。 

午前中の作業で１５袋（５０㎏）のまだ花に 

なっていない蕾を摘みました。 
 

 
〔花芽（蕾）摘みをした皆さん〕 

《 感謝できる人、尽くす人 》 
 

食堂を一人で営む彼女は、来客の激減から、

数量限定で持ち帰り弁当の販売を始めた。ある

日、完売後に常連客が買いに来た。「あいにく、

弁当は全部売れてしまって・・・・」と彼女は

詫びた。お客が家族に電話をかけ、「売り切れち

ゃったって」と伝えると、受話器の向こうから 

「本当？良かったあ！」と声が聞こえた。そし

てお客は「また来るからね」と告げ、手ぶらな

のにうれしそうに帰って行った。その姿に励ま 

された彼女は「絶対に苦難を乗り越えて、恩返

しをするぞ」と負けじ魂が沸き上がったとい

う。身の回りには「誰かのおかげ」で成り立っ

ているものが意外と多い。その「誰か」を実際

に目にはしなくとも、心に映し出し、感謝でき

る人でありたい。また自身も、その「誰か」と

して他者に尽くす人でありたい。そうした真心

に満ちた社会であれば、試練に立ち向かう一人

一人の力は増していく。 （新聞記事より抜粋） 

 
 




